
２学期もお世話になりました。
まもなく２学期が終了します。９１日間という例年より長い２学期で

した。１学期から延期された行事もあり、たくさんの活動が行われまし

た。実施の方法を変えて取り組みました。中止になった活動はほとんど

なく学年等の工夫と保護者の皆様のご理解のもとに実施できました。あ

りがとうございました。

さて、２５日（金）には学期の終了にあたり、新学習指導要領に沿っ

て改定された２学期の「のびゆく子ども」（通知表）が担任から子ども

達に渡されます。通知表は、子どもたちの学習や学校生活の様子を本人

や保護者に知らせ、今後の学習の動機づけをしたり、家庭での指導や学校への協力の参考に

したりしていただく役割を持ったものです。数字や丸の数だけに一喜一憂することなく、子

どもたちが「３学期もがんばるぞ！」と思えるような言葉をかけてあげてください。

児童会の赤い羽根募金１２月１４日（月）～１６日（水）

今回も感染対策を行い、各オープンスペースに役員さんが分

かれての実施です。ご協力ありがとうございました。

令和２年度 毛野小学校だより 第１９号 １２月２１日 児童数５２２人

感謝の会② １２月３日（木）

先日の「感謝の会」にお越し頂けなかった学習ボランティアの

石原さんに、代表の２年生の児童が感謝のお手紙を贈呈しました。

石原さんは毎週木曜日の朝に２年生の学習を支援してくださって

います。

優劣のかなたで学びひたる体験をさせたいのです。

学習がその子にぴったり合ったとき、子ども達は力いっぱい読み、調べ、学びます。友

達と比べて、できるとか、できないとかが全く頭に浮かばないところにしばし身を置いて

いるのです。それは、ほんのひとときで、また下品なことを考えたり、つまらないことに

くよくよしたりするところに戻ってしまうでしょう。けれども、たとえひとときであって

も、そういう世界から離れた経験をさせることの値打ちは大きいと思います。誰より優れ

ているとか劣っていると考えるのは金一種の気の緩みです。そんな優劣のかなたで自分の

学習にひたることが大切なのです。

そこで子どもは成長し、その実感と喜びを知るのだと思います。

大村 はま「灯し続ける言葉」より

募金額 ￥ ４ ,７７２



学校保健委員会展示発表 １２月１日（月）～１２月１６日（水）

保健委員会の児童が今年度は「With コロナ」のテーマで展示発表しました。１年生か

ら６年生までが曜日ごとに分かれて、昼休みに見学しました。

【ペープサート：「体の中にウィルスが入ると・・」↓】

１２月２日（水）には、学校評議委員の方々に参観

いただきました。保健委員長さんから展示についての

発表が行われました。どの展示活動もよく考え、工夫

されていて大好評でした。評議委員さんの提案で、毛

野公民館に展示していただくことになりました。

【手の模型を作って手の洗い方説明】 【学校評議委員会：保健委員長の発表】

※２月１日（月）～５日（金）毛野公民館入り口ロビーに作品の一部が展示されます。
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英語チャレンジ DAY １２月１５日（火）

６年生が１日中英語の学習をします。「モンスターゲーム」や「チャ

ットタイム」「ミッションゲーム」等 英語シャワーを浴びながら過ご

します。１３名の英会話の先生や職員が来校しました。

２月には５年生で実施します。

【クラスで自己紹介】 【ランチルームでミッション】


